





2017（平成 29）年に告示された新中学校学習指導要領、そして 2018（平成 30）年に告示された新高等学












（SDGs）も、達成目標を 2030 年として 2016 年 1 月 1 日に発効された。
学習指導要領も、SDGs も、ともに 2030 年を見据えた取り組みという共通点を持つ。新学習指導要領は、
SDGs が生まれた社会背景を十分に反映させているとも言える。このことを踏まえ、国語教育が果たしてい
く役割を捉えようとするのが本論文の趣旨である。
持続可能な社会の構築に向けた考え方が教育の中で語られるようになったのは、平成 20（2008）年 1 月
























































また、総則第 2「教育過程の編成」の 1 では「各学校の教育目標と教育過程の編成」において
教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科等における指導を通して育成を目指す資質・能力
を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確にするとともに，教育課程の編成についての基本的な方針が家庭や























































































































































































ち国語教育という観点から、11 ～ 16 歳を対象とした中等教育にあたる MYP（MiddleYearsProgramme）
と 16 ～ 19 歳を対象とする DP（DiplomaProgramme）のカリキュラムについて取り上げることとする。
MYP の言語教育では「全人的な学習」「多様な文化の理解」「コミュニケーション」の三つを基本理念と







と DP の「言語 A」はどちらも質の高い文学作品の学習を通して理解力、言語運用能力、鑑賞力を高めるこ
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